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　スマトラ地方には頭にする枕ミ共に抱き枕ε云ふものがベツ1・に供へて

ある（xマトラ地方ばかりではないかも知れない）これが無いミ向ふの人

蓬は寝られないらしい．案外面道な入達だこ思ったのはこの枕を見てから

である．初めは攣なものが有るなこ思って居fが，後には面道なものだミ

感心しナこ．

　この様な枕があるミ，我々の露な総てが簡躍に温來上って居る者にはか

へって寝られなくなる，でもわざ々々置いてあるのだから何ミかしなけれ

ばならないこ考へ付いて以來足枕εした．郎ち頭に枕をするこ同じ様に足

に枕をするのである．そうでもしないε只でさへ挾いベッドがなを挾くな

る．

　足枕にするご大攣寝心持か良いご云ふ事を嚢心してからは同じ様にこの

枕に就て悩んで居た稻葉さんに足枕にする事を大いにすXめた．粗葉さん

は自分ミ同室に居られたミ云ふ事を先にこミはって置かないΣ次の話が出

來なくなるので一寸書いて置く，さて私はこの足枕にする事を大いにすN

めた劇司時にそれ以來自分でも足枕はいSものだε思つナニ．そして何痔も

きたない足をこの枕の上にのせて居ナこ．

　故に我々が日食が終っていよ黒々日本に蹄る頃には足枕は夏期な色を絆

して居た．きつε向ふのボーイ蓬は日本人は何ご艦の汚い工種だらうミ話

し合った事だらう．よもや枕の上にこの大きな足がのせられて居たごは氣

力、つくまい．

　この枕が汚れナこのは何時も汚い足をのせナこからばかりではない．足癖が

悪いナニめか時々この枕を蹴落すのだった．

　こうなるε汚れないのが不思議な位である．隣に寝て居る稻葉さんも同

じ様に足癖が悪い．自分ミ同じ位の程度で枕を蹴落すのは上手であるt

　毎日々々朝起きて見るこ長い四尺にも蝕る枕がのび々々ミ板閥に履て居

る．然も二つ：三も申し合せナこ様に．
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　初めの一週間ばかりはきまりが悪いので，早く起きた方が自分の枕だけ

を拾ってそっミベヅドにのせて置く．

　そしてすましナこ顔をして本なさ見て居るのも・一．一週間ばかり績いkがだん

々々早く起きて拾ひ上げるのが面道になって贈るミ言ふのは最も自然な動

作の一つである．汐ちらから先にそうなったかは鯨り研究しない方のが自

分に勝味があるらしい．

　εに角一週闇二週間εナこつに從ってお互のみにくい個性を獲揮しだした

　朝は大回八時頃まで（εはちミひS“いがこの位に書かぬε面白味がなく

なる）．寝て居る勿論足癖は板間の上でのびのびして居るのは何時もの事で

ある口がさめて枕が落ちて居るのを知って居てもt；　S“では拾はう：三しない

位になつナこのは三週間も過ぎナこ頃だらうか，やつばり二人共紳様には坐れ

なかった．最も李凡な人間らしい人間に生れて來たのだなε悟つナこのはこ

の枕の事件からである．

　そんな襟なZl＄：凡な日が一一一1．a一・一・日ミ重って吐壷」」窒五月九日ε云ふ恐しい

様な叉愉快を感じる日が來た．その口も鋼じ様に朝から始まった．朝ご苫

いkらこれを讃む諸君は直ちに枕を聯想するであらう．そしてこの口の枕

の安否を聞きたいであらうミ思ふのは誰でもない，この自分である．又自

分ミしてもこれを書かなければ今迄書いて來ナこ枕に就ての論が何にもなら

なくなる襟に考へられるのである，

　實の所この五月九日の朝に枕を蹴落して居るのを見ナこなら其の日の口愈

観測は何かのためにさまたげられるε云ふ何の根嫁もないうらないをしk

のだった，

　でも相学らすに枕は落ちて居た然も介目だけは御丁寧に昆就かたがひシか

ったこ見えて枕はまがりくねって居る．

　これでは今日の日食襯測はεてもむつかしいε心配になった．

　♂うせ観測が出刃ないのなら孚曇りな3にならすに雨がざアざア降って

しまへば良いミ云ふ襟なやけくそになる．

　こんな馬持になって居てもまだいちらしい所がある．そつS天氣模慌を

見でやらう云ふ氣が起つたからだ，
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　枕はそれなりにして置いて北側の窓のすきから室をのぞいたが曇って居

る．曜かに曇りだ然も雨が降りそうだ．魯うせ曇だこは思って居たんだか

ら仕方がないεあきらめ切れない氣持がもつε履てやれε云ふ氣持を盛ん

に起させる．板間の．llにころがって居る長い奴には手をふれるのもいやだ

　こんな事なら常に心がけて足枕をなをして置けばよかったミ，さすかに

足が恨めしくなって足を見下した．毛だらけの大きな足が二本＝ユーミ所

在なさに立って居る．自分の足ミは思はれない．

　入間の氣持は一刻一一一刻攣るのは今始まつナこ事ではない．私はもう　一一度察

模様を見やうミ決心しナこ．今見たのはドアーのすき間からだった．こεに

よる＞S見ナこ其の部分だけが曇って居たのかも知れないε云ふもつεもらし

い考へが急に出て來て其の氣持が私の手に依ってドアーを強くあけさせ

九．この麗な萬一を願ふ様なξきに大嘗の場合萬一がはすれるのは面白い

位に當るS云ふ恐れは充分自分は知って居f，

　やつばり曇りだ！！！思った通りだξ云ふ氣が起つナこ．すぐ後には裏切ら

れたごいふ遺骨に愛つた，事々反封な幽趣が殆E“同時に起るε云ふのは人

間の心だけが出來るi藝當らしい．

　こんな事なら，心の中だけで曇って居るんだE決めて居て不安の中にも

いちるの望みをもって居ナこ方のが實際曇って居るのを見てしまふよりS“ん

なに心が安らかL知れないミ盆々落ちナこ枕が目につく．

　そして窓のすき間から見て曇って居るのだξ決めて居た：方のがよかった

ε思っても今εなっては始まらない．

　けごき枕信云ふ奴はS“うも印象が悪い．それでこんなに枕に就て書きな

ぐった次第．

　襲かすいて居ても思ふ様に食：事が喉を通らないが，無理に入れて槻測所

に轟かけtのは何時も海かけるより一ム時間も早い八時だつナこ．

　きうも室具合が悪いのミ腹具合がおかしいのεが共同して，今日は日食

が起るんだミは思へなくなって來たのは妙だ．

　でも灘かにあるに違ひはないミも考へられる．頭具合まで妙になって來

た．でも山の上の恩寵所に來てやつε今日は日食があるんだε意識がはつ
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きりして來ナこ．それは槻測所の爾側の塞地にベンチが四つ五つならべられ

て，そこには日食：を観に來る人があるのだε聞いfこからであった．

　自分の艦が自分のものでない檬だ．大分上って居たらしい．

　皆，山に昇って來たが顔がはっきのして居ない．でも口だけは“今日は

大丈夫晴れる”ε云って居る，意志があって云って居るのではなくて，口

だけが勝手に何者かに云はされて居るε云ふ形である．

　そんな事を口にだけでも萬す事に依って自分細身の失望をなぐさめて居

るのだミ氣著いナこ．

　頭の中がキーンミ鳴った様だつた．そして涙力咄そうになつナこ．

　与る奪いものを感じたからだった．

　時がゾこつ九．從って天氣模様は良；くなって來た．太陽の顔も時々雲間か

ら見られる様になって來た頃は“晴れる！　大丈夫だ”ご云ふに元氣が出

て來た．

　この豫感は的中した．我々はファースト・コンタクトを完全に観測する

事が出來ナこ．もう大丈夫だε皆が蓬食を食べ初めたのはまだ十二1芋になっ

て居なかった様に記憶して居る．tttの様に積まれkむすびは皆の口へ愉快

な檬に跳び込んで行く．「うまいうまい，こんなむすびは内地に居る者には

Sても味はれないものだ」NS云ふご少し大げさかも知れないか……

　自分は大分食べ過ぎてしまった，

　食事中に太陽は大分かけた．面白守・ながめだ．丁度戦翻準備ご云った檬

な有檬，もう一時もたてば太陽めがけて鐵砲を打つのではなくてシャッタ

ーを切るのである．然も五分間の間1二勝負は決る．我々の襟な氣の短いも

のにミつては手頃な戦雫ミも思はれる．食事も終って早速練習を始めみ

山本先生のGoミ云ふ聲がするEバタンバタンξシャッターを切る音が始

まる．時計係が0．1，0．2ミ讃む．まるでフォードの自動車に三輪車の車を

つけて走って居る車の中で柔道のおさへこみが初まつナこ襟な騒ぎだε云ひ

たいが案外聲の出ない騒がしさである．

　皆一生懸命だつたi

　この頃からそろそろ雲が出始めて，私は元の失望に館つナこ．
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　もうεてもだめだε思った時に大きな聲で泣き出してやりナこい様な衝動

にかられた．いよいよ時は近づく．雲は増々濃密になる．εても浮ぶ瀬は

ない．

“曇っても三智通りやる！！”山本先生は悲痛な聲を出した．

　こんな時には是が非でも成功して見たいのは色情の常である．

　次第に暗＝くなって來ナこ．太陽の光った部分が二日月の様に細くなって，

しばらくしてから西の方から冷しい風が吹いて來たなE思ふや否や急に西

の山が暗くなつナこE同時に，我々の翻測所を影が非常な速度で通過したの

で，自分は少からず堆いナこ，タイマーが時計面を讃む事が出來るだらうか

ε思つテこ位に暗：くなつナこ．

　美しい銀白色のコロナを雲越しに見る事が出來たのは愉快な事だつた，

　地李線近くは眞の暗黄色をなして，すごい事この的ない，

　この暗い影の中で各國の天文學者が働き綾けて居るのであるが其れもた

つナこ五分間の間である．他の人から見たら確かに氣狂沙汰に相違あるまい．

　後で聞いた事ではあるが，この日食中，森で木を切って居た土人共は夜

が來ナこんだε云って洋弓に鯨つナこごか．

　さて自分もコロナのスペク5ルの爲眞を撮ったのであるが，♂うも結果

が良くない様な氣がする．萬一失敗したらE云ふ不案が出て來た．Sうも

足が地に偵・て居らない様な氣がしてならない，

　食が終って後萬歳を三唱したのは堪らない愉快を感じたからである．叉

　食事をやり出したが，あまりあわてた爲か鼻に飯粒が入って長い事困つ

ナこ．

　日の丸の旗を作って観測所の屋楓こ立てたのは自分だつナこ．まるで小供

の様な氣分になって居ナこ．三時頃から早速観測所を破り初めたが，この頃

には太陽がかメかん照りつけて，暑い事おびtc　N“しい．

　世の中ε云ふものはこんな風に出過て居るものですよ，

　夜は徹夜して爲眞を現象したが，自分のは案の通り失敗だつナこ，これも

器械にいN加減な細工をしたナこまものである。

　この様な大事な場合につまらない細工をするのは實際愚の到りだミ思つ
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ても仕方がない．何かの方法に依って諦めるより他に仕方がない．

　自分は生來飴り思ひ切りの良い方ではないので，こんな場合には何時も

長い事幡まされる．今度もそうだつテこ。　　　　　　　　（終り．）

　　　　　　　　　　　彗星界の近況

　過去三四年間，毎年可なり賑はしかった彗星界も，さうしt故か，今年

は，ノ〉までの歌況から月るミ非常に淋しい．本年に入って獲見されナこ新彗

星はシゾスマンワクマン爾氏の1929aミいふ彗星ばかり．（「天界」第96號第

205頁）。屠れも春以來は見えなくなつ九「年鑑」等の豫告によるざ，今年

はダニエル，ペライン，メ1・カ1フ等の彗星が蹄涌する筈であって，其の

中でも最も與味深く期待されてるるペラaン彗星の近日鮎通過は七月末で

あるのに，未だ何の護見も報ぜられない．まさかクリプス氏の計算に誤り

がある＝三も雇1LはオしないカN’．

　去る四月末にuンドンで開かれた大英天文協會（B．A．　A．）の秀吟に於い

て，クロンメリン老の言ふ所に嫁る言，近頃クリプス氏はCll一一．ジヤコビニ

彗星（1896年第五彗星）の軌道や掘動を新しく計算し，之れが本年九月に近

日黙へ瞬來するこεを知ったミいふ．氏の計算結果は

近日黒占通過の日

近日黒鴨の引数

昇度購の黄経

軌道面の傾斜

離　心　角

公韓週期

1896年の軌道

工896年十月28日0313

1400　31，　45n

19．　b）　25・　34

11　21　43

36　2　57
　6圭1三6462S

今1925年の軌誼

1929年九月24日75

1420　25，　41，，

192　34　15

11　52　47

73　b’　6

6年43405

　之れによるε，八九月頃は「へびつかひ座」から「へび座」を通りぬけて

「わし座」あたりにある筈であって，齪測には誠に好位置である．地球に最

も近いのは八月末らしい．誰か之れを礎見する人は？

　需ほ，クリプス氏の最近の計算によれば，本年出現の筈であっナこダニエ

ル彗星（1907第四）は來年四月に近日馳を通過するこΣになつナこEいふ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（入月五日山本）


